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千葉市入札適正化・苦情検討委員会の審議について 

 
 

 千葉市入札適正化・苦情検討委員会は、千葉市が平成２２年度に発注した工事に

関する審議結果を下記のとおり報告する。 
 

記 
 
１ 審議対象及び審議経過 

千葉市が平成２２年度に発注した工事に関し、入札・契約手続の運用状況、入

札・契約制度の改善状況等の報告を受け、一般競争入札の入札参加資格設定理由、

指名競争入札の指名理由及び随意契約の相手方の選定理由等について審議するた

め、本委員会を次のとおり開催した。 
  平成２２年１１月１５日 平成２２年度第２回委員会 審議案件６件 

平成２３年７月５日   平成２３年度第１回委員会 審議案件６件 
 

２ 審議結果 
千葉市から抽出案件の説明を受け審議を行った結果、入札及び契約に係る事務

は、適正に処理されていることが認められた。ただし、入札結果から検証すると、

制限付一般競争入札において参加者が少数であることや、指名競争入札において

辞退者が多いなど今後の検討課題となる案件もあった。 
なお、予定価格の事後公表の試行対象案件については、事前公表案件と比較す

ると、入札金額に幅が生じ低入札調査基準価格や最低制限価格近辺での入札が減

少したり、不調案件が増加したりするなど、入札結果に様々な傾向が見られる。

しかし、実施件数が少ないため、業種別での入札結果の検証が難しく、予定価格

事後公表の影響を把握することが困難であることから、引き続き検証を重ねるこ

とが望ましい。また、予定価格等の情報漏えいを未然に防止するための情報管理

についても、徹底して実施していくことが必要であると考える。 
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